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市民病院だより

大崎市民病院理念・基本方針
【病院理念】

～市民が安心できる医療の提供～

【基本方針】
市民に適切な医療の提供

地域に貢献する医療の構築
健全経営の確保

職　種 採用予定人員 受験資格 職務の内容 勤務時間 採用日

事 務 補 助
（障害者雇用）

若 干 名

自力により通勤（職員駐車場からの徒歩通勤
含む）でき、介護者なしに一般事務職として
の職務の遂行が可能な人で、次のすべての要
件を満たす方。年齢は問いません。
①身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳、

療育手帳のいずれかの交付を受けている人
②パソコン ( ワード・エクセル等 ) を使用し、

資料作成ができる人

本院および分院に勤
務し、電話や窓口対
応、資料作成などの
事務補助業務を行う。

週 35 時間
（1日７時間）

平成 30 年
4 月 1 日

看護補助者 若 干 名
資格の有無、年齢は問いません。
早番・遅番勤務が可能な方。

本院に勤務し、看護
補助業務（保清、入
浴 介 助、 食 事 介 助、
排泄介助、患者搬送、
メッセンジャー業務、
環境整備等）を行う。

①週 35 時間
（1日７時間）
②週 20 時間

（1 日 4 時間）
※②は応相談

随時
（応相談）

病 院 事 業 非 常 勤 職 員 募 集

応募書類
　①履歴書（当院ホームページよりダウンロード可）
　②受験申込書（当院ホームページよりダウンロード可）
　③障害者手帳等の写し（障害者雇用の応募の場合のみ）

申込締め切り
　平成３０年１月１９日（金）午後５時１５分必着

※土・日・祝は受け付けできません。平日午前８時３０分
から午後５時１５分の間にお申込みください。

※郵送の場合、１月１９日（金）午後５時１５分までに届
いたものが有効となります。当日消印有効ではありませ
んので、ご注意ください。

試験日
　提出書類確認後に受験者に直接連絡します。

その他
①応募を希望される方は、必ず募集要項で勤務条件や応募

書類を確認してください。（当院ホームページにも掲載）
②募集要項および応募書類の指定様式は、下記担当課で配

布しておりますが、郵送で請求する場合は、封筒の宛先
面に希望する職種を記載の上、１４０円切手を貼った返
信用封筒（角形２号）に郵便番号、住所、氏名を記入・同
封し、送付してください。　受験申込用紙請求先および提出先

　大崎市病院事業　病院経営管理部　人事厚生課 職員管理係

　〒 989-6183 宮城県大崎市古川穂波三丁目８番１号

　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ　http://www.h-osaki.jp（申込用紙等ダウンロード可）

　※直接受け取る場合の配布時間は、午前８時３０分～午後５時１５分まで（土・日・祝除く）

問　人事厚生課職員管理係
 　 ０２２９- ２３- ３３１１

　（内線３６０３・３６０４）
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平成２８年度　病院事業会計決算報告

　平成 28年度大崎市病院事業会計決算の概要についてお知らせします。 
　当病院事業は、各施設がそれぞれの機能分担を図りながら、地域の医療ニーズに応えるべく医療機能の充実に努めて

きました。本院では、平成２８年度に医療の質の向上を目指し受審した病院機能評価にて、「地域に根ざし、安全・安

心、信頼と納得の得られる医療サービスを提供すべく、日常的に努力している病院」として認定されました。さらに、

平成２８年４月から大学病院本院に準ずる機能を有する病院として、ＤＰＣⅡ群病院の指定を受けたことなどにより、

診療収益が増加しました。その一方で、５００床フル稼動に向け、医療スタッフを増員し、稼動病床を４８７床まで増

床したことから、給与費や材料費などの医業費用が増加しました。この結果、病院事業収益は２２９億６，９９１万円、

病院事業費用は２３０億１，７１６万円で、差引４，７２５万円の赤字決算となりましたが、収支は昨年度と比較し約

１億４，４５８万円改善することができました。 

　今後は、昨年度に大崎市が策定した「新大崎市民病院改革プラン」を受け、本院は高度急性期および急性期医療を担い、

分院・診療所は、回復期および慢性期医療を中心とした地域のかかりつけ医機能を担う役割を実行するため、当院が目

指すべき方向性など具体的な行動計画となる「病院ビジョン」を策定します。本院、分院及び診療所の機能維持を図り

ながら、地域の実情を的確に把握するとともに、市民が安心できる地域医療の向上に貢献してまいります。

決算概要

収益的収支〈税抜〉

資本的収支〈税込〉
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用語解説

【収益的収支】
　医療サービスの提供やこれに付随する事業など、病院の１年間の経営活動によって生じた収益を「収益的収入」、
また、これらの収益を生むために要した費用を「収益的支出」といいます。　「収益的収支」とはその差引額の
ことで、１年間の病院の経営成績を表します。（収入が支出を上回れば「黒字」、下回れば ｢赤字 ｣です。）

【資本的収支】

　医療機器の購入や施設整備に要する支出、また、医療機器購入等のために借入れした企業債の元金返済に要
する支出を「資本的支出」、この財源となる企業債や一般会計からの補助金を「資本的収入」といいます。

Ｈ28年度 Ｈ27年度 増 減

入

院

延べ患者数（人） 210,861 212,366 △ 1,505 

1日平均患者数（人） 577.7 580.3 △ 2.6

病床稼働率（％） 79.6 82.2 △ 2.6

外

来

延べ患者数（人） 360,551 364,748 △ 4,197 

1日平均患者数（人） 1474.3 1491.5 △ 17.2

【病床稼動率】
　病院のベッドがどの程度効率的に稼動しているかを示す数字です。100％に近いほど空いているベッドが無い
状態で利用されていることになります。病院の経営の質を示す指標として活用されます。

Ｈ28年度 Ｈ27年度 増 減

10,976 人 10,491 人 485 人

　健康管理センター年間利用者数

　病院事業全体

 １日平均患者数及び病床稼働率の推移

問  経営企画課財政係
 　０２２９- ２３- ３３１１　（内線３７０６）
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当
院
で
は
、
地
域
全
体
が
ひ
と

つ
の
病
院
と
な
っ
て
、
医
療
を
完

結
さ
せ
る
よ
う
、
地
域
の
医
療
機

関
の
先
生
方
（
登
録
医
）
と
連
携
を

深
め
、
登
録
医
が
地
域
に
お
け
る

第
一
線
の
医
療
機
関
と
位
置
づ
け

て
お
り
ま
す
。
登
録
医
を
支
援
す

る
と
共
に
、
適
切
な
機
能
分
担
と

連
携
を
深
め
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
適
切
で
質

の
高
い
医
療
の
提
供
し
、
地
域
医

療
の
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
年
１
回
登
録
医
の

先
生
方
と
当
院
医
師
が
連
携
と
交

流
を
図
る
た
め
一
堂
に
会
し
、「
登

録
医
の
つ
ど
い
」
と
し
て
研
修
会

と
交
流
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
10
月
16
日
に
芙
蓉
閣

で
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
登
録
医
療
機
関
の
先

生
方
を
含
め
て
55
名
に
ご
参
加
い

た
だ
い
た
ほ
か
、
当
院
の
医
師
や

看
護
師
な
ど
63
名
が
出
席
し
、
総

勢
１
１
８
名
で
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
第
一
部
の
研
修
会
で
は
、
当

院
の
診
療
体
制
へ
の
ご
理
解
を
よ

り
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
消
化

器
内
科
、
乳
腺
外
科
、
形
成
外
科
、

泌
尿
器
科
、
循
環
器
内
科
の
４
診

療
科
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
続

け
て
、
東
北
大
学
大
学
院
医
学
系

研
究
科
教
授
の
中
山
雅
晴
先
生
か

ら
自
身
が
理
事
長
を
務
め
て
い
る

「
み
や
ぎ
医
療
福
祉
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
か
ら
の
情
報
提

供
」
と
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
第
二
部
の
交
流
会
で
は
、

登
録
医
の
先
生
方
の
取
り
組
み
に

敬
意
を
表
し
、
感
謝
状
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　

今
後
も
登
録
医
の
先
生
方
と
の

連
携
を
図
り
、
地
域
医
療
全
体
の

質
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

当
院
で
は
、
身
体
障
害
者
補
助

犬（
盲
導
犬
、
介
助
犬
、
聴
導
犬
）

同
伴
の
利
用
者
の
方
に
、
本
院
な

ど
の
各
施
設
を
安
心
し
て
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ま
た
、
受

け
入
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ

う
、
院
内
で
勤
務
し
て
い
る
職
員

（
委
託
職
員
含
む
）
を
対
象
と
し
た

研
修
会
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
、
本
院
は
８
月
23

日
に
公
益
財
団
法
人
日
本
盲
導
犬

協
会
仙
台
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
方
を

講
師
に
お
招
き
し
、
補
助
犬
と
利

用
者
へ
の
正
し
い
対
応
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

講
師
か
ら
は
、「
犬
に
対
す
る
個

人
の
好
き
嫌
い
は
、
補
助
犬
受
け

入
れ
の
制
限
理
由
に
は
な
ら
な

い
」「
ハ
ー
ネ
ス
を
付
け
た
犬
は
仕

事
中
な
の
で
、
声
を
掛
け
た
り
、

な
で
た
り
し
て
遊
び
モ
ー
ド
と
認

識
さ
せ
な
い
よ
う
に
」
ま
た
、「
目

を
じ
っ
と
見
つ
め
る
こ
と
も
不
適

切
」「
周
囲
の
人
は
補
助
犬
に
触
ら

ず
、
見
守
っ
て
ほ
し
い
」
と
Ｐ
Ｒ

犬
の
グ
レ
ー
プ
ち
ゃ
ん
、
ふ
た
ば

ち
ゃ
ん
と
実
演
を
交
え
て
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
補
助
犬
を
同
伴
さ
れ

る
利
用
者
や
周
囲
の
方
が
気
持
ち

よ
く
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

④

問 
医
事
課
医
事
係

　 

０
２
２
９-

２
３-

３
３
１
１

　 

（
内
線
１
１
１
２
）

身体障害者補助犬を

受け入れるための

研修会を行いました

ほじょ犬マーク

研修会の様子

　

大
崎
市
民
病
院
本
院
を
受
診
す
る

際
は
、
お
近
く
の
保
険
医
療
機
関
か

ら
の
紹
介
状
と
事
前
の
診
療
予
約
が

必
要
で
す
。

　

本
院
は
、
地
域
の
医
療
機
関
で
は

対
応
が
難
し
い
、
高
度
専
門
医
療
を

提
供
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
医
療
機
関
と
役
割
分
担
、
医

療
連
携
を
す
る
こ
と
で
、「
地
域
で
完

結
で
き
る
医
療
の
提
供
」
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
小
児
科
で
は
、
紹
介
状
を

お
持
ち
い
た
だ
い
た
場
合
に
、
優
先

診
察
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
予
約
の

手
続
き
は
不
要
で
す
が
、
で
き
る
限

り
お
近
く
の
保
険
医
療
機
関
か
ら
の

紹
介
状
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問 
地
域
医
療
連
携
室

　 

０
２
２
９-

２
３-

３
３
１
１

　 

（
内
線
１
２
０
２
）

登
録
医
の
つ
ど
い
を

開
催
し
ま
し
た

本
院
の
受
診
に
は

紹
介
状
と
事
前
の
診

療
予
約
が
必
要
で
す


